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1 まえがき 

X 線検査機が食品製造工程の検査に本格的に導入されて十数

年が経過した。この間，対象とする食品は，肉，魚介類，農産物な

どの一次産品に始まり，菓子，冷凍食品，麺類などに代表される加

工食品へと幅広く用いられるに至っている。対象とする食品の範囲

を広げるためには，対象食品の幅，高さなどの形状や，材質に応じ

て装置の構造や性能を工夫し，装置にバリエーションを持たせてい

くことが重要であった。対象食品の大きさに対応するため複数のベ

ルト幅の製品ラインナップを揃えてきたのはその一例である。また，

厚みが 100 mm 以上のチーズなど分厚い食品の検査では，X 線

が十分に透過するように 100 keV の X 線が出力可能な X 線発生

源の導入を進めたこともこの一連の開発の流れのうえにあった。こ

のように初期の開発では，まず検査が可能な装置を具現化し，検

査対象を広げるために製品ラインナップを充実させることを中心に

進めてきた 1)～4)。 

ところが，実際に装置を導入されたお客さまからは，装置のコア部

品である X 線発生源と X 線検出器の寿命が短く，短期間での交換

が必要であること，装置の冷却に用いているクーラの電気代が予想

以上に掛かることなど，ランニングコストの改善を望む声が聞かれる

ようになってきた。この要望に応えるため我々は，長年にわたり基本

性能の改良に取り組んできたが，今回この課題を改善できる技術の

獲得に成功した。この技術は，検出感度の優れた X 線検出器と低出

力の X 線発生源とを組み合わせることで成り立っている。本技術を

導入した装置は，X線発生源の出力が小さいためX線管に与えるダ

メージが抑えられ，また冷却用絶縁油の耐久性が向上し，結果的に

X 線発生源の寿命を延ばすことが可能になった。また X 線発生源の

出力が小さいため，X 線にさらされる X 線検出器のダメージも抑えら

れ，結果として X 線検出器の寿命を延ばすことにもつながった。さら

に，X 線発生源の消費電力が小さいため，発生する熱量が小さくな

り，新たな熱設計の工夫を加えることにより，従来の装置で必需品で

あった装置冷却用のクーラを省略することも可能になった。本稿では，

本装置の概要を紹介する。また，装置の改版に当たり装置の使い勝

手も改良したのでその内容も併せて紹介する。 

 

図 1 X 線検査機の外観 

2 X 線検査機 

新たに開発した X 線検査機は，これまでの当社の装置と同様に

X 線発生源，X 線検出器，搬送ベルトより構成され，搬送ベルトで

搬送される被検査品の X 線透過画像を採取し，この画像を画像処

理する基本機能を踏襲している。この章では，装置の動作原理を

紹介するとともに，X 線発生源と X 線検出器の寿命について解説

する。 
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［要  旨］ 長寿命とクーラーレスを特長とする新型の X 線検査機を開発した。長寿命を実現するために，従来に比べ X 線

の検出感度を大幅に改善したX線検出器を新たに開発した。本検出器を用いて装置を構成するとX線発生源

の出力を低減させることが可能となり，X 線発生源を構成する X 線管の寿命を従来機の 3 倍とした。また，X 線

発生源の出力を低減させることにより装置の発熱を大幅に抑制することができ，新たな熱設計の工夫を加え，

クーラーレスの装置を実現した。 

109



アンリツテクニカル No. 91 Mar. 2016       (2) XR75 シリーズ X 線検査機の開発 

2.1 動作原理 

図 2 に本装置に採用されているインライン式 X 線検査機の基本

構成を示す。装置は，X 線発生源，ラインセンサ型の X 線検出器，

ベルトコンベアなどの搬送機構から構成されている。X 線管から出

力された X 線がベルトコンベア上に照射され，ベルトコンベア下に

配置された X 線検出器で連続的に撮像している。X 線検査機は，

被検査品をベルトコンベアで搬送し，X 線検出器上を通過させるこ

とで，被検査品の X 線透過画像を取得する。X 線検査機で食品に

混入した異物を検出する場合，この被検査品の X 線透過量の情報

をもつ画像に，画像処理アルゴリズムを適用することで食品の影響

を低減し，高感度な異物検出を実現している。 

 

図 2 X 線検査機の構成 

2.2 X 線管の寿命 

図 3 に本装置に採用されている X 線管の基本構造を示す。X

線管は主に，フィラメント，ウエネルト，ターゲット，アノード，ベリリウ

ム窓，フランジより構成されている。これらの部材はガラス容器の中

に設置され，10–6Pa 程度に真空封止されている。X 線を発生させ

るには，フィラメントを加熱し熱電子が放出できる状態を維持し，フィ

ラメントとターゲットの間に数十 kV の高電圧を印加する。フィラメン

トから飛び出した熱電子は，ターゲットに衝突した段階で急激に運

動エネルギーを失い，このとき，制動 X 線が発生する。ターゲットの

角度は，90°方向に X 線が発生されるように設計されており，発生し

た X 線はベリリウム窓に到達し，その後この窓を透過し必要な場所

に照射されることになる。 

X 線管の寿命を左右するのは 2 つの要素である。その 1 つは，

フィラメントの断線であり，もう 1 つは X 線管の真空度の低下である。

フィラメントの断線の対策は，長年にわたり改良が進められ，今日で

は主材料であるタングステンに副材を混ぜることで寿命を延ばす工

夫が行われている。一方，真空度の低下は，X 線管に用いられて

いる部材の中に含まれるガスが真空封止した管内部に出てくるアウ

トガスが原因である。製造段階で部材に混入したガスを十分に取り

出す処理が行われるが，処理には限界があり，完全に取り除くこと

はできない。このアウトガスは X 線管の動作中においては，フィラメ

ントから飛び出す電子が周りの部材に衝突することで副次的に部

材からはじき出されるが，X 線管球の出力を上げ X 線を多く発生さ

せる場合に，より多くのガスが飛び出すことになる。従って X 線管の

出力を下げる，すなわち X 線量を下げるとアウトガスが少なくなり，

結果的に真空度の低下を緩やかにすることができる。この対策によ

り，X 線管の寿命を延ばせるのである。このように，X 線管を高出力

ではなく低出力で使うことが寿命を左右する重要なポイントである。 

 

図 3 X 線管の構成 

2.3 X 線検出器の寿命 

図 4 に示すように X 線検出器は，シンチレータ，フォトダイオード

アレイ，読み出し回路より構成される。X 線の検出原理は以下のと

おりである。まず，入射してしてきた X 線がシンチレータに到達する

と X 線は可視光に変換されフォトダイオードに到達する。フォトダイ

オードは，可視光を電荷に変換し，その電荷を接続された読み出し

回路へ導く。読み出し回路は電荷を貯めるコンデンサとこの電荷を

外部に取り出すスイッチング回路が設けてあり，スイッチング回路を

コントロールすることにより必要に応じて電荷を取り出すことができる。

この電荷の量を測ることにより透過した X 線の強度を測定すること

ができる。 

X 線検出器の寿命を左右する要因はシンチレータの劣化と，

フォトダイオードの劣化の 2 つである。シンチレータの劣化は，X 線

の照射により，X 線を可視光に変換する効率が低下する現象であ

る。一方，フォトダイオードの劣化は，X 線の照射により感度そのも

のが低下する現象である。X 線検出器をシンチレータとフォトダイ

オードの組み合わせとして捉えた場合，2 つの劣化の合成が検出

性能のトータルの劣化として現れる。最終的にこれらの現象は，セ
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ンサである X 線検出器のダイナミックレンジの低下に繋がり，あるレ

ベルより低下した場合に検出器を交換する必要が出てくるのである。

以上説明してきた X 線検出器の劣化は，X 線の照射のトータル線

量により進行の度合いが決まるため，X 線検出器の寿命を延ばす

には X 線のトータルの線量を減らすことが肝要である。従って，出

力が小さな X 線源を装置に用いるとトータルの X 線量を抑えること

ができ，その結果として X 線検出器の寿命を引き延ばすことにつな

がるのである。 

 

図 4 X 線検出器の基本構成 

2.4 X 線発生源の発熱 

当社の X 線発生源は，絶縁油で満たした容器に X 線管を設置し

た構造である。絶縁油には 100 kV 程度の高電圧に印加される X

線管の放電を防ぐための絶縁の役割と，X 線管から放出される熱を

冷却する 2 つの役割がある。図 5 に X 線発生源の基本構造を示

す。図で分かるように，X 線管は，容器の底部に設けられた穴の上

に X 線管のベリリウム窓が一致するように固定されている。容器の

中には，X 線管を余裕を持って浸す量の絶縁油が入れられている。

容器の上部には放熱フィンが取り付けられており，このフィンを通し

て油の温度が許容値を超えないように熱を放出している。絶縁油は，

高温により炭化が進行し，絶縁性能の低下が起きる。この現象は，

高温状態が長く続くほど進行し，絶縁性能が下がってくると絶縁油

の交換が必要になる。劣化により絶縁性能が低下してしまうことを

防ぐことが長期にわたり X 線発生源を連続的に使用することになり，

最終的にランニングコストを下げることが可能になる。このためには，

X 線管の出力を押さえた状態で運用できる X 線検査機の設計が大

変重要な課題となってくる。 

 

図 5 X 線発生源の構成 

3 開発のポイントと実現手段 

本装置の開発の目的は，センサ部である X 線発生源と X 線検出

器の性能を見直し，長寿命とランニングコストを下げることであった。

以下にその実現に向けた開発の実際の取り組みを説明する。また，

装置の開発に合わせて画面操作の改良を進め使い勝手を改良し

た。その具体例についても併せて説明する。 

3.1 長寿命化 

X 線検査機の部品の中で寿命が短い部品は，X 線管である。先

にも述べたように故障モードは大きく 2 つあるが，重要なのは，真空

率の低下により放電が発生し，安定的に X 線が発生できなくなる故

障モードへの対策である。この対策は，X 線管の製造品質を向上さ

せ，真空度の低下を防ぐ方法をまずは思い付く。改良には，X 線管

の部材を厳選したり，X 線管の製造段階でエージングの時間を長く

するなどの方法を取ることになるが，コストや歩留まりを考えるとほぼ

限界にあり現実的な解決方法ではない。これに代わる方法は，X線

管の装置での運用条件を緩やかにし，真空率の低下をできるだけ

遅くすることにより寿命を引き延ばす方法，すなわち延命措置であ

る。この方法は，X 線管の出力をできるだけ下げ，X 線管内で発生

するガスの量を低下させることで実現できる。具体的には，X 線管

のフィラメントに流す電流量を押さえることで，ガスの発生を抑制す

ることができるのである。今回の X 線検査機の開発では，X 線の出

力を下げた状態で運用する方式の実現を最大の目標とした。 

上記の目標を実際の装置で実現するには，X 線量の低下による

装置の検出感度の低下を補う必要があるが，これを可能にするに

は必然的にX線検出器の検出感度を向上させることが必要となる。

この X 線検出器の開発こそが，今回の装置の開発の成否を左右す

る最大の技術的な課題であった。そこで我々は，試行錯誤を繰り返

し，最終的に検出感度を向上できる X 線検出器の開発に成功した。
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この結果，X 線管の出力を押さえながら従来の検出感度を維持す

るという本装置のコア技術を獲得することができ，目的を達成するこ

とができた。図 6 に新規開発の X 線検出器を含むこの装置のセン

サ部の構成を模式的に示す。図で明記しているように X 線検出器

の感度を工夫により 2 倍程度に改良し，X 線管から発生する熱量を

抑えることが可能になり，X 線管を 3 倍長寿命化することに成功し

た。 

 

図 6 センサ部の模式図 

3.2 熱設計 

X 線管の出力を低下させ，X 線管から発生する熱を減少させるこ

とは，装置の熱設計を大幅に簡略化することにつながった。前章で

も述べたように今回の開発では，具体的に発熱量を 30％減少させ

ることができた。また，シミュレーションを用いた新たな熱設計の工

夫を加えることにより，従来の X 線検査機で必要であった冷却用の

クーラを省略することが可能になった。ここでは，シミュレーションを

用いた熱設計について解説する。 

図 7 に装置の主要部の概略図と設計に用いた流体解析シミュ

レーションの一例を示す。熱設計では，有限要素法をベースとする

熱解析シミュレーションと流体解析シミュレータを駆使し，クーラレス

の冷却構造を実現した。図 7(a)は，装置のセンサ部を含む主要な

部分を示している。この形状を実際にシミュレーションし，熱の分布，

ファンを付けた場合の空気の流れなどを総合的に評価し設計を進

めた。図 7(b)は，流体解析シミュレーションの一例である。赤く表示

される部分は空気の流量が多いことを示している。熱を放熱するた

めに装置内にどのような流路を設計し，どこに放熱ファンを配置す

ると効果的であるかなどの具体的な形状を数値的に比較することで

最終的な形状を設計することができた。 

以上述べたように，実際の開発では熱設計にシミュレーションを

導入することにより，空気の流れを最適にコントロールすることが可

能になり，センサ部の X 線の出力を減少させ発熱量を減少させる

改良と合わせることにより，冷却用のクーラを必要としない，クーラレ

スの装置を実現することができた。この結果，消費電力を抑えるラン

ニングコストの低い装置を提供することが可能になった。 

 

(a) 装置の主要部の概略図 

 

(b) 流体解析の一例 

図 7 流体解析シミュレーションの一例  

3.3 操作性の改善 

装置を新規設計するにあたり，装置の操作性の改善にも取り組

んだ。ここではその例を 2 つ紹介する。まず最初の例は，自動設定

機能の追加である。新たに開発した自動設定の機能を従来機と比

較した形で表1 に示す。表1 に示す機能は，装置を適切に運用す

るために必要な主な機能をリストアップしている。従来の装置では，

基本的な「異物検査」と「質量検査」の 2 つの機能は自動設定が可

能であったが，そのほかの 9 項目は，必要に応じて 1 つ 1 つ手動

で行っていた。これに対し，新規に開発した装置では，検査対象領

域を適切に設定する各種のマスク機能や品物の個数や欠品の検

査，さらには，包装材への食品の噛み込みを検査する機能など合
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計で 6 つの機能が新たに自動設定できるようになり，装置の扱いに

慣れていない作業者でも容易に使えるようになっている。 

表 1 自動設定が可能な機能 

○：対応  未：未対応 

No. 機能 新型 X 線検査機 従来機 

1 異物検査 ○ ○ 

2 質量検査 ○ ○ 

3 周囲マスク ○ 未 

4 缶マスク ○ 未 

5 脱酸素剤マスク ○ 未 

6 欠品検査 ○ 未 

7 個数検査 ○ 未 

8 噛み込み検査（範囲） ○ 未 

9 割れ検査 未 未 

10 欠け検査 未 未 

11 噛み込み検査（形態） 未 未 

 

図 8 に検査対象であるレトルトカレーの設定画面の例を自動設

定の一例として示す。図中の(a)初期画面は，自動設定のための初

期画面である。全体の設定項目とそのフローが示してある。(b)は，

必要な検査項目とマスク機能を設定する画面である。続く(c)は，実

際に検査するレトルトカレーを装置で複数回搬送し画像処理アル

ゴリズムを自動で設定している画面である。最後の(d)は，自動設定

した項目を通知し設定内容を確認する画面である。このように自動

設定機能を利用することにより煩わしい設定が不要になり，作業効

率が飛躍的に改善された。 

 

(a) 初期画面 

 

(b) 検査項目とマスク機能の設定 

 

 

(c) レトルトカレーの検査アルゴリズム自動設定 

 

 

(d) 自動設定完了を通知する画面 

図 8 自動設定の画面例 

自動設定機能の追加のほかに，今回の開発に合わせて，操作

画面の階層構造の構成の見直しを行い，設定時に画面の階層を

遷移する回数をできるだけ減少させる工夫を行った。これにより，よ

り設定がしやすい装置に仕上げることができた。表 2 はその効果を
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新型と旧型のX線検査機で比較した例を示す。表で示すように，画

面タッチ，画面遷移の回数を 1/2 以下にすることができ，設定に要

する時間を 1/3 にすることができた。 

表 2 設定画面の階層の構造見直しによる効果 

項目 新型 X 線検査機 旧型 X 線検査機

画面タッチ数 58 回 110 回 

画面遷移数 15 回 41 回 

所用時間 20 秒 62 秒 

 

以上説明したように今回の操作画面の構造設計では，お客さま

の要望を元に取扱説明書を参照せず設定を完了できることを意識

して行った。その結果，従来機に対し，飛躍的に操作性を向上する

ことができたと考えている。 

4 主要規格 

図 9 に装置の寸法を，また，表 3 に本開発の X 線検査機の主

要規格を示す。 

 

図 9 外観図 

5 むすび 

食品の製造現場では，X 線検査機の長寿命化が求められてきた。

これは，突発的な製造ラインの停止により，生産がストップし，生産

計画に多大な影響を与えてしまい，結果的に生産コストの上昇に

繋がってしまうからである。また突発的な故障により，高額な部品交

換の費用が発生し，お客さまの予算の計画にも多大な影響を与え

てしまうことも，課題となっていた。この課題を解決するため，我々

は，新規開発の高感度 X 線検出器と従来の X 線発生源を組み合

わせることにより，長寿命な X 線検査機を開発した。本装置では，X

線発生源の出力を従来の装置より低減することが可能で，X 線管と

X 線検出器のダメージを低減し，2 つの主要部品の寿命を延ばす

ことで，装置全体の寿命を延ばすことを実現した。また，X 線発生

源の出力を押さえることで装置の発熱量を削減することが可能にな

り，これまで本装置で必需品であった冷却用のクーラを省略し，

クーラレスに仕上げることができた。これにより，消費電力を 30％抑

えることができ，生涯コストを 20%以上削減させることができた。本

装置の開発は，お客さまのご要望の一部を解決したにすぎない。さ

らなるご要望に応えるためにも新たな課題の解決に向けた取り組み

を進めて行く予定である。 
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表 3 主要規格 

形  名 KXS7522AWCLE KXS7522AVCLE KXS7534AWCLE KXS7534AVCLE 

X 線出力 管電圧 30～80 kV，管電流 0.4～3.3 mA，出力 12～100 W 

安全性 1.0 µSv/h 以下 安全装置による X 線漏洩防止 

表示方式 15 インチカラーTFT 液晶 

操作方式 タッチパネル（タッチブザー付） 

検査可能範囲 最大幅 240 mm 最大高さ 120 mm 最大幅 390 mm 最大高さ 220 mm 

ベルト幅 270 mm 420 mm 

品種数 200 品種 

ベルト速度／搬送能力 

10～60 m/min 最大 5 kg 10～60 m/min 最大 5 kg 

60～90 m/min 最大 2 kg ─ 

10～40 m/min 最大 10 kg（オプション） 10～40 m/min 最大 10 kg（オプション） 

電源／消費電力 100～240 VAC，単相 50/60 Hz，700 VA 以下（標準） 

質量 250 kg 255 kg 305 kg 310 kg 

使用環境 0～35℃ 相対湿度 30～85%，ただし結露しないこと 

保護等級 コンベア部：IP66 準拠 
コンベア以外：IP40 準拠 

全面 IP66 準拠 コンベア部：IP66 準拠 
コンベア以外：IP40 準拠 

全面 IP66 準拠 

外装 ステンレススチール（SUS304） 

 

公知

115



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




